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育
て
て
い
く
の
も
、

農
業
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
役
割
り
と

四
名
の
委
員
と
併
せ
十
四
人
で
、

三
年
間
倶
知
安
町
農
業
の

思
っ

て
お
り
ま
す
。

ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
の
お
力
添
え
の
下
、

責
務
を
全
う
し
て

続
け
て
い
け
る
よ
う
担
い
手
を
支
え
、

若
い
農
業
後
継
者
を

　
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
美
味
し
く
安
全
な
農
作
物
を
お
届
け

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

組
織
で
あ
り
、

多
く
の
方
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

食
料
の
生
産
は
誰
に
と
っ

て
も
重
要
な
問
題
で
す
。

　
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

希
望
と
自
信
を
持
っ

て
農
業
を

　
農
業
は
倶
知
安
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、

安
全
な

す
る
た
め
に
、

農
業
環
境
を
整
え
る
お
手
伝
い
を
す
る
の
が

農
業
委
員
会
の
業
務
で
す
。

　
よ
う
や
く
暖
か
い
夏
を
迎
え
、

農
家
ば
か
り
で
な
く
皆
さ

　
農
業
委
員
会
は
、

農
業
の
発
展
振
興
と
農
業
者
の
た
め
の

案
ぜ
ら
れ
る
遅
い
春
の
訪
れ
で
し
た
。

ん
安
堵
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

の
発
展
振
興
の
た
め
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
さ
て
、

本
年
は
農
業
委
員
選
挙
の
年
で
あ
り
、

七
月
の
選

　
ま
た
、

七
月
二
十
日
の
第
七
回
総
会
に
お
い
て
、

私
が
委

伊

達

隆

第
１９
期
農
業
委
員
会
会
長

 倶知安
 農業委員会だより

　
今
年
は
雪
解
け
が
遅
く
長
雨
に
も
悩
ま
さ
れ
、

出
来
秋
が

挙
に
よ
り
十
名
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

推
薦
に
よ
る

倶
知
安
町
農
業
の
た
め
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

NO.３

　
今
後
と
も
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

平成17年8月1日

員
の
互
選
に
よ
り
会
長
に
推
さ
れ
ま
し
た
。

力
不
足
で
は
ご

農
業
委
員
改
選
に
際
し
て

　牧草ロール
撮影　作井トミ子
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市
街
地
大
通
り

八
幡
の
一
部

農業者の代表として務めさせていただきます

八
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一
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く
）
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高
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末
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峠
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琴
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よ
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北
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よ
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南
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平成17年7月20日から３年間

字
八
幡
5

字
岩
尾
別
9
I
7

字
寒
別
2
6
7

字
八
幡
3
3
8

蒔
田

近
藤

阿
部字

高
見
2
4
3

田
村

孝
和

裕
昭 進

栄
二

政
見

信
一

敏
洋

伊
達

農
業
委
員
会
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会
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職
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代
理
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康
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納
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字
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1
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三
条

聡

３
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共
済
組
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推
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7
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倶知安町農業の現状を

丸ごと「くっチャオ」
農家の直売店

大
好
き
「

夢
農
業

　
の
農
家
に
迷
惑
を
掛

　
れ
が
で
き
ず
、

近
隣

本
来
の
お
い
し
さ
を
解
っ

　
　
　
　
（

足
立
）

　
て
い
か
な
け
れ
ば
、

た
い
と
将
来
の
希

は
、

新
鮮
で
取
れ
た

 
て
責
任
を
持
ち
、

　
農
家
３
軒
で
立
ち
上
げ

か
に
美
味
し
い
作
物
を
生

　
自
分
の
生
産
物
に
対
し

産
す
る
事
が
出
来
る
か
。

　
消
費
者
の
方
々
に
野
菜

　
今
後
は
、

観
光

で
す
。

農
業
や
体
験
農
業

倶
知
安
の
農
業
を

方
に
倶
知
安
町
と

な
ど
も
取
り
入
れ

て
、

よ
り
多
く
の

農地移動等の状況

      お知らせします

　
日
々
作
物
と
向
き

望
を
語
る
、

農
業

人
」

を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。

　
合
い
努
力
を
続
け

変更面積
４条 ５条 現況証明

農 地 法 等 許 可 件数

213.5

件

農 業 者 数 等
農 地 面 積

件24

で
き
る
そ
う
で
す
。

ha

農 地 法 等 許 可 件数
移動面積

12件5件

３条 基盤強化法

ま
す
。

だ
ん
と
定
着
し
つ
つ
あ
り

外
に
リ
ピ
ー

タ
ー

　
最
近
で
は
町
内

も
で
き
て
、

だ
ん

す
。

い
」

と
息
込
み
も
十
分
で

　
商
品
は
、

い
ち
ご
、

ト

　
直
売
に
よ
る
消
費
者
と

ha

の
農
作
物
を
全
て
扱
い
た

が
、
「

将
来
は
倶
知
安
産

イ
ン
に
３
０
品
目
位
で
す

マ
ト
、

馬
鈴
薯
な
ど
を
メ

　
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
れ
て
も
、

許
可
さ
れ
な
い
可

　
て
い
る
農
業
地
帯
で
は
、

売
却

　
目
的
で
宅
地
へ
の
変
更
を
申
請

　
え
て
い
く
の
は
、

非
常
に
残
念
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頭

頭
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かぼちゃ

乳　牛

肉　牛

鶏

24

19

ha

主要作付面積・飼育数   （平成17年耕種状況調）

1,196

の
交
流
を
通
じ
、

農
作
物

2 4.2

3074651.76 837

　
で
い
る
た
め
、

手
入

333

883

件34

農地面積・農業人口  （平成16年度末）

　 踏みつけられた畑は、作物の生育に影響を及ぼします。

　
ず
、

何
と
か
し
た
い

　
　
私
は
町
外
に
住
ん

ha

224

馬鈴薯

ビート

小　豆

大　豆

小　麦

メロン

緑　肥

うるち米

農業人口 農家戸数

戸

518

ha

ha

人

ha

玉ねぎ

ha にんじん

牧　草

ha

ha

ha

ha

ha

242

48

245

もち米

　
し
ま
す
。

　
　
お
父
さ
ん
が
残
し
て
く
れ
た
農

　
ま
た
は
、

貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

　
な
こ
と
で
す
。

　
　
ま
た
、

あ
な
た
の
土
地
の
よ

　
う
に
、

周
り
が
農
地
に
囲
ま
れ

　
　
優
良
農
地
が
宅
地
と
な
っ

て
消

　
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

　
　
こ
の
ま
ま
荒
ら
し

Ｑ

　
地
を
、

地
域
農
業
の
振
興
に
役
立

Ａ

…… 農地法Q&A ……

　
も
し
、

あ
な
た
に
農
業
を

　
の
で
す
が
・
・
・

　
な
い
の
で
、

で
き
れ

　
ば
区
画
分
け
を
し
て

す
る
気
が
な
い
の
な
ら
、

地

　　　畑の中へ入らずに、美しい田園風景を

　また、みだりに農地に入ることにより、病害虫が広がる恐

　もあります。

お楽しみ下さい。

　
け
て
い
ま
す
。

　
　
農
業
を
継
ぐ
気
は

　　 農地は、農家と地域の大切な財産です。

　作物の栽培に際して、農家は綿密な計画を立て作付や育成

　　をしています。草が生えているだけに見えても、牧草

　や緑肥などが植えられています。

　
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
い
の
で
す
が
、

問
題

　
域
の
農
家
に
農
地
と
し
て
売
る
か

　
ん
か
？

　 一面の馬鈴薯の花の中で写真を一枚とか、畑を横

直
接
収
穫
す
る
事
も

分
た
ち
で
畑
に
入
り

　
希
望
す
れ
ば
、

自

売
し
て
い
ま
す
。

　
父
が
亡
く

　
宅
地
と
し
て
売
り
た

　
て
お
く
訳
に
も
い
か

別
せ
ず
そ
の
ま
ま
販

名
前
の
通
り
倶
知
安
を
丸

た
「

く
っ

チ
ャ

オ
」

は
、

よ
う
と
、

品
物
を
選

近
い
価
格
で
提
供
し

出
来
る
だ
け
原
価
に

て
の
野
菜
や
果
物
を

　
代
表
の
原
田
和
夫
さ
ん

い
う
直
売
所
で
す
。

ご
と
食
べ
て
し
ま
お
う
と

　    切りちょっと近道など、何気なく農地へ入っていませんか。

　
お
客
さ
ん
に
教
え

　
と
言
う
こ
と
を
、

　
直
売
は
で
き
な
い

　詳しくは
農業委員会へ

　
を
相
続
し
ま
し
た
。

な
り
、

農
地

農家からのお願い

 
ら
れ
た
と
の
こ
と

さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

に
変
わ
っ

て
き
た
と
原
田

売
り
込
ん
で
い
き

て
い
た
だ
く
。

ま
た
、

い

売
所
が
あ
り
ま
す
。

ha

　
国
道
２
７
６
号
線
沿
い

に
対
す
る
価
値
観
が
非
常

か
ら
開
設
を
し
て
い
る
直

の
八
幡
地
区
に
、

３
年
前

ha

31

（平成16年度）

ha



　
○  農業者年金は、積み立て方式です。

○  生涯受け取ることができる終身保険です。

 に受け取るはずだった年金額の残りを、

ることで、老後にサラリーマン並みの年金 ○  払った保険料が全額所得税控除の対象

第３回　総会

　６月２４日

など楽しみが増えたように思います。もっとも、生

　我が家全体では、協定を結ぶことで、将来を見据

農地等利用調整会議（１班）　４月２１日

第６回総会

第５回総会

農業委員会委員協議会総会

山麓地区農業委員会協議会総会

第７回　総会（第19期委員）

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

いい事いっぱい!!

公的制度です。

農 業 者 年 金

農
業
者
年
金
の

　７月　５日

ご
質
問
は
、

農
業
委
員
会
へ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　４月１３日

第４回　総会

農地等利用調整会議（４班）

　４月２７日

農地等利用調整会議（３班）

農業委員会広報編集委員会

後志地方農業委員会協議会総会

農地等利用調整会議（１班）

　
五
十
年
ぶ
り
の
大
型
台
風
・
委
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えた農業経営が出来るようになりました。

　道内各地での家族経営協定の締結が、農業新聞に

 農業委員　　田　村　裕　昭

パソコンを利用して青色申告を始めましたが、今年

家族経営協定を締結しました

の確定申告で、息子が少額ながら所得税を納付する

となるため、税金が安くなります。

　４月１２日

行
も
新
し
い
試
み
で
し
た
。

倶
知

た
今
期
で
し
た
。

ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
は
伝
わ
り

安
町
の
農
業
を
も
っ

と
知
っ

て
い

　
「

農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

の
発

農業委員定数削減に関する建議書提出

農地等利用調整会議（４班）

農地等利用調整会議（１班）

第２回　総会

（午前）農地等利用調整会議（２班）

農地等利用調整会議（２班）

農地等利用調整会議（４班）

（午後）農地等利用調整会議（２班）

地区別農業委員会会長・事務局長会議

第１回　総会

第２回農業委員定数検討会

第12回　総会

農業委員定数懇談会（全体会議）

料等が支払われるようになり、妻も友達と出かける

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

　４月２７日

　７月２０日

し
て
ご
指
導
、

ご
協
力
を
い
た
だ

担
当
い
た
し
ま
し
た
。

発
行
に
際

き
ま
し
た
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申

 将来加入者が減少した場合にも対応します。

 若くして死亡した場合には、８０歳まで

で
き
た
の
か
反
省
し
き
り
で
す
。

第１９期農業委員選挙告示

編
集
後
記

知
安
町
の
農
業
に
ど
れ
だ
け
貢
献

　
こ
の
3
年
間
を
振
り
返
り
、

倶

　
早
い
も
の
で
、

第
十
八
期
農
業

委
員
と
し
て
の
任
期
も
先
月
で
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

で
に
な
い
対
応
・
決
断
に
迫
ら
れ

員
定
数
削
減
に
着
手
な
ど
、

今
ま

３例続けて紹介されていました。

　我が家も、４月に家族経営協定を結びました。

１２月２４日

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

　１月１３日

し
あ
げ
ま
す
。

よ
り
」

は
第
十
八
期
編
集
委
員
が

　
今
号
ま
で
の
「

農
業
委
員
会
だ

　と言うのは、2002年に息子が就農したのを機に

活費に充てるほうが多いようではありますが。

ことになったのです。

　
次
号
か
ら
は
、

第
十
九
期
の
委

員
が
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　皆さんにも是非お勧めしたい制度です。

　４月２７日

　４月２６日

　４月２１日
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農業委員会活動報告

　１月２０日

１２月１０日

　５月３０日

（平成16年12月～17年７月）

第１回農業委員定数検討会

眞

一

第

18

期

編

集

委

員

足

立

伊

達

ト
ミ
子

東

本

作

井

千
枝
子 隆

し
ま
す
。

　１月２６日

　２月　１日

　４月4・5日

　２月２８日

　２月　８日

　２月１４日

　３月３１日

　２月１４日

　２月１５日

　３月１８日

　３月２８日

　ところが、息子が農業者年金に加入するには、家

　そこで、節税対策もあり、今年の農業経営改善計

画に後継者の農業者年金加入を揚げました。

　３月１８日

《農業者年金に加入しませんか》

という自覚と責任を持たせる良い機会になるものと

思います。

族経営協定が必須条件だったのです。

　家族の役割分担は、最初、世帯主が営農計画、妻

追加しました。

　家族経営協定は、後継者に農業経営の一員である

は家事と諸材料保管管理・息子は農機の運転管理と

しましたが、まてよ～と思い、全員に農作業全般を

　また、女性の家事、農業労働に対して僅かでも給

 遺族が一時金として受け取れます。

を受け取ることができます。

　国民年金に加えて農業者年金にも加入す

　農業者年金は、農業者だけが加入できる




